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する など指導的な立揚で 関与 して い た。これ らは い ずれ も関東軍 の 対ソ戦 の
一環 として行われた も

の で
， 後の 遠藤の 「対 ソ作戦論」 とそれ ぞれ 連動 し て い て

， 軍事的に
一

貫 し た計画構想 で あ っ た と

思われ る。

　「兵は国 の 大事な り」 とは戦争は 国家の 重大事 と い う意味で ， 古代中国春秋時代にお ける有名な

軍事兵学家孫子の兵法の言葉である 。 この言葉は関東軍作戦主任参謀遠藤三郎の 「対ソ作戦講義録」

に引用 され ， それ に影響を与え ， 彼は 1936年に 「対 ソ作戦案」 を立案した 。
つ ま り，遠藤は こ の 「対

ソ作戦案 」 で対 ソ全面戦争 の シ ュ ミ レ
ー

シ ョ ン を描 き ， そ の シ ュ ミ レ
ー

シ ョ ン で彼 は兵 士 の 命 を大

事に して ， 猪突猛進型の 軽率な判断に よる国境紛争 を無暗に発動 しない とい う前提条件 の 下 で ， 極

東 ソ連軍 の 軍事力を正確に計算 した。さらに，彼は 関東軍が勝利で きる可能性は 開戦後，1936 年か

ら翌 1937年初頭ま で ，3 週 間 （20 日）以内 と予 測 し，関東 軍 の 奇襲作戦 に よ る対 ソ 短期決 戦 を 主

張 し た 。 し か し，3年後 の ノ モ ン ハ ン 事変末期に お い て ， 遠藤は ノ モ ン ハ ン 事変で の 関東軍 の 敗北

を冷静に受 け止 め て ， 関東軍 の こ れ 以 上の 対 ソ戦 の 継続 には ， 孤立 しなが らも断 固反 対 し ，
「対 ソ

戦継続不可論」 を主 張した 。 そ の 理 由は 当時の 日本軍 と極東ソ連軍 の 軍事力 の 格差が拡大 した極東

軍事情勢 と国境紛争 で みだ りに兵 を殺 さな い
， 即ち ， 兵力 の 無益 な消耗 を防止 す るた め で あ っ た 。

　 しか し，日本陸軍上層部は ， 遠藤の 「対 ソ戦不可論」 を押 し切 り ， ノモ ン ハ ン事変で の 敗北を反

省す る ど こ ろ で な く， 1941年 12 月 に アメ リカ 軍 と戦 っ て ， 太平洋 戦争ま で突入 した 。 しか も ， 日

本軍は太 平洋戦争で も，ま た兵力 を広 く分散 し，太平洋 の 島 々 の 激戦場 に兵力 を小出 しして ， 消耗

戦に陥 っ た 。 結局 1945年 8 月 に敗北する こ ととな っ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ちょ う こ うほ う ・名城大学大学院）

1920年代 シン ガポール 華僑有力者の 相関関係 （溝ロ歩）

　1928 年 5 月 3 日に 済南事件が起こ る と
，
シ ン ガ ポール で は 翌 日 に 華字紙 『南洋商報』で 報 じられ ，

17 日には シ ン ガ ポール 中華総商会に お い て 参加者千人あま りに よる山東惨禍籌賑会結成大会が開 か

れ た 。 篝賑会は ， 難民救済を 目的 とする義捐活動の 実行機 関 とされ，約 9 ヶ月間活動 し，最終的に

134万 元 の 義捐金 を集 めて南京国民 政府な どに送金 し た 。 本報告で は 山東惨禍簿賑会 の 理事 を中心

に，1920年代の シ ン ガ ポール にお い て 各華僑組織の 指導者や経済界の 実力者な ど ， 当時の 華僑有力

者た ちが どの 場面で 誰 と関係 して い た の か ， 彼 らの 人 間関係に つ い て考察 した。

　 山東惨禍 籌賑会で は，正 ・副会長の ほ か 33 名の 理事が選 出されたが，福建 12 名 ， 潮洲 10名 ， 広

東 5名 ， 海南 2 名 ， 嘉応 2 名，大埔 1名，三江 1名 とい うよ うに各蔕に
一定の 人数が割 り当て られた 。

これは，シ ン ガポ ール の 幇別華僑人 口 にほぼ比 例 してお り，選出 された理 事は，各幇の 会館 の 主席 ・

副主席 また は その 息子 とい っ た指導者層で あ っ た。また，1906年 の 中国 同盟会シ ン ガポール 支部設

立 に か か わ っ た者，12年以降の 国民党シ ン ガ ポー
ル 支部の 中心 とな っ た者 ， 合わせ て 9 名が含まれ

て い た
。 籌賑会の 事務所は ，1895年 に植民地 政府に 登録 され た社交クラブ怡和軒倶楽部 の 集会所内

に 置か れた。怡和軒倶楽部は，シ ン ガポール で 最 も古 い 「ミ リオネア ・クラブ 」 で あ り，経 済界の

実力者 だ けで は なく，中華総商会議員や 教育界 の 有力者な ども参加 し，中国生 まれや 中国語話者の

華僑だ けで はな く， 現地生 まれや 英語話者 の 華僑た ちも交流する 場で あ っ た 。 資料 で 確 認 で き る も

の だ けで ， 籌賑 会理 事 35 名 の うち 18名が会員で あ り，そ の 後 の 怡和軒倶 楽部 の 集会所 に は，29 年

に福建会館 ，
38 年に全東南ア ジ ア 華僑に よ る初 の 組織であ る南洋華僑簿賑祖国難民総会の 事務所が

置か れた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （み ぞ ぐち あゆみ
・
可児市立 土田小学校講師）
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